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ら 2日目の iCaはHSS群で 0.69mM（0.59-1.00）から
0.97mM（0.73-1.12）、対照群で 0.88mM（0.77-0.97）
から 1.00mM（0.83-1.22）へと共に増加した。補液
後と 2日目の rPVはHSS群で 122.3％（115.8-141.7）
と 113.7％（104.1-114.3）、対照群で 114.0％（112.8-
117.0）と 119.9％（103.3-129.8）と共に補液前より増
加した。補液前から 2日目の総Ca濃度はHSS群では
4.8mg/dl（3.7-7.3）から 7.2mg/dl（6.8-8.4）へと増加し
た（P=0.027）が、対照群では 6.4mg/dl（5.5-6.9）から
6.3mg/dl（5.9-7.8）と増加しなかった（P=0.51）。補液
前から補液後のpHはHSS群では 7.413（7.394-7.448）
から 7.391（7.383-7.431）へと低下傾向を示した
（P=0.074）が、対照群では 7.431（7.389-7.463）から
7.434（7.394-7.470）と差がなかった（P=1）。以上のこ
とから、乳熱牛に対するHSS併用投与は代謝性アシ
ドーシスを誘発し血中Ca濃度を高値に維持すること
で、臨床症状の改善効果を増強する可能性が示された。
